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幅広い糖尿病アドボカシーのニーズ

保健医療が発展途上にある国や地域 ⇒ 医療そのものに対する
アクセス向上を目指す

保健医療が一定水準に発展した国や地域

⇒ 医療の質向上 ・ 福祉
スティグマの払拭 にシフト

必要な薬の入手 経済的負担軽減

正しい情報提供

チーム医療 誤解
偏見の払拭

現在のわが国



■ 日本糖尿病学会・日本糖尿病協会の両理事長の先導
2019年8月に両団体合同アドボカシー委員会が設置される．

➊糖尿病スティグマの認知向上

➋新規エビデンスの集積

➌ 社会を動かす具体的活動

学会・協会合同アドボカシー委員会の取り組み

 国民全体への啓発（全国糖尿病週間）
 さまざまな医療者・専門職に対する教育
 対策推進会議を通じた職能団体の連携
 政府・議員への情報提供・働きかけ
 「糖尿病の新たな呼称検討」



糖尿病の呼称検討WGにおける議論

新たな呼称提案の意義と留意点

● 病名が直接的・間接的に生み出す
誤解や誤った印象を取り除く上で
新たな呼称提案は重要である．

● 社会全体のさまざまな領域と水準 で正しい理解が浸透
しなければ、糖尿病のスティグマは解消されない．

● 新たな呼称の使用や病名変更の歩みでは社会全体の合意と
賛同を得る慎重さ が欠かせない．



糖尿病の呼称検討WGにおける議論

検討WGの構成員と議論のプロセス

● 糖尿病のある人（患者）として歩んでいる人

● 糖尿病医療に長年たずさわっている人

● 糖尿病医学・医療の国際動向を深く理解する人

● 日本医学会 用語委員会委員

● 社会格差・社会疫学の専門家 等が集い

それぞれの立場で広く意見を集めて多角的に議論を深めた



糖尿病の呼称検討WGにおける議論

● 「学術的観点」 から正しい呼称

● 「国際的に受け入れられる」 呼称

● 「略称」 として使用される場合も想定

● 「診療科名」 に転用される場合も想定

● 「新規性」 のある呼称は社会のスティグマ除去に効果的

新たな呼称に求められる要件・特徴



糖尿病の呼称検討WGにおける議論

WGで絞り込まれた新たな呼称案

● インド・ヨーロッパ語族の表記を基盤としたカタカナ呼称
「ダイアベティス」 「ダイアビーティス」
「ディアベティス」 「ディアベテス」 「ディアベ」

● 英語表記を基盤とした英字の略記による呼称
「DMch」 「DMS」 「DM」

● 病態の正しい解釈に則した漢字表記を含む呼称
「糖代謝症候群」 「グルコース代謝症候群」



糖尿病の呼称検討WGにおける議論

WGで絞り込まれた新たな呼称案

● インド・ヨーロッパ語族の表記を基盤としたカタカナ呼称

「ダイアベティス」 「ダイアビーティス」
「ディアベティス」 「ディアベテス」 「ディアベ」

● 英語表記を基盤とした英字の略記による呼称
「DMch」 「DMS」 「DM」

● 病態の正しい解釈に則した漢字表記を含む呼称
「糖代謝症候群」 「グルコース代謝症候群」

呼称検討WG

合同アドボカシー委員会

学術集会シンポジウム ・ 協会理事会 ・ 学会理事会

市民 ・ 患者会 ・ 企業人 ・ 行政 ・ 医療者 ・ 社会学者など
国内外の幅広いステークホルダーと意見交換・ヒアリング



社会啓発
展開

適切な
教育支援

エビデンス
創出

社会との
協調

１．糖尿病アドボカシーの

本質的課題を社会全体に伝える

３．糖尿病アドボカシーを深く学ぶ
幅広い教育支援を展開する

２．糖尿病アドボカシーに関する
エビデンス・実態を示す

４．糖尿病アドボカシー推進では

社会全体との協調を忘れない

糖尿病アドボカシー推進のビジョン（重要な４つの視点）



アドボカシーの本質と私たちの真意


